
今治市からのお願い

今治市では、ごみの減量とリサイクルの推進に向けて、特に効果的な
「食品ロスの削減」と「雑がみの回収」を重点的に取り組んでいます。
燃やせるごみの組成グラフのとおり、この２つの取り組みを実践することが

家庭における燃やせるごみ減量の近道です。

食品ロスの削減
次の３点を守って
食品ロスを削減しましょう 
●買いすぎない
●使い切る
●食べ切る

雑がみの回収
36％の紙類ごみの中には、リサイクル可能な
紙類が22％も含まれています。
リサイクル可能な紙類は「雑がみ」として
資源回収にご協力ください。

〔リサイクル可能な紙類〕
紙箱、紙袋、包装紙、カレンダー
ポスター、パンフレット、封筒
メモ用紙、ティッシュの箱
トイレットペーパーの芯 など

食べ残し
調理くずなど
（45.51%）

紙類
（36.20%）

その他（7.67％）

プラスチック類
（5.48％）

木・竹・草類（1.09％）
ゴム・皮革類（0.18％）

布類（3.87％）

〔食品ロス〕

燃やせるごみの組成
（平成22・27年度調査の平均値）

〔リサイクルできない紙類〕
●汚れがひどいもの ●粘着物が付着したもの
●においのついたもの(線香・洗剤の箱など)
●感熱紙 ●写真 ●カーボン紙
●ノーカーボン紙（宅急便の複写伝票など）
●圧着はがき(親展はがきなど)
●防水加工された紙(紙皿など)


